
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こころを、まもる」 

（１階 特集展示） 

新しい命が芽吹き始める 

３月ですが、例年、自殺 

者が最も多い月でもあり、『自殺対策強化月 

間』に定められています。 

悩みを抱え、生きづらさを感じている人の 

「心」を守り、支えるゲートキーパーになる…。 

そんな風に、自殺防止の手助けになることを願 

い、図書館では、心の健康について特集します。

す。 

《ひなまつり》 のえほん 
（2階 展示コーナー） 

3月
がつ

3日
にち

の『桃
もも

の節
せっ

句
く

』と言
い

えば、女
おんな

の子
こ

の健
すこ

や

かな成
せい

長
ちょう

を祈
いの

る「ひな祭
まつ

り」です。 

ひな人
にん

形
ぎょう

は、子
こ

どもたちの変
か

わりに病
びょう

気
き

や事
じ

故
こ

から守
まも

ってくれるといわれ、女
おんな

の子
こ

が元
げん

気
き

 

で幸
しあわ

せになるよう、願
ねが

いを込
こ

めて飾
かざ

ります。 

きれいなひな飾
かざ

りと合
あ

わ 

せて、絵
え

本
ほん

のひな祭
まつ

り 

も楽
たの

しんでみませんか？ 

《2024年本屋大賞候補１０作品！》 

【中央公論社】 

『黄色い家』川上未映子/著 

【毎日新聞出版】 

『水車小屋のネネ』津村記久子/著 

【水鈴社】 

『スピノザの診察室』夏川草介/著 

【朝日新聞出版】 

『存在のすべてを』塩田武士/著 

【ライツ社】 

『放課後ミステリクラブ 1 

 金魚の泳ぐプール事件』知念実希人/著      

【光文社】 

『リカバリー・カバヒコ』青山美智子/著 

【新潮社】 

『君が手にするはずだった 

黄金について』小川哲/著 

『成瀬は天下を取りにいく』宮島未奈/著 

【講談社】 

 『星を編む』凪良ゆう/著 

 『レーエンデ国物語』多崎礼/著 

第 21 回の本屋大賞は、昨年の

12月 1日から２月29日にかけて

投票を 2 回行い、4 月 10 日に結

果が発表されます。 

2024 年は、どの本が本屋大賞に

選ばれるか、楽しみですね！ 

みなさんもぜひ！予想してみてくださ

いね。 


